
○ 働き手・担い手である若者の流出や地域産業の衰退が顕著となり、土砂崩れによる道路寸断や河川増水の監視など社会インフラの維持、
増加する耕作放棄地とそれに伴う鳥獣被害等が課題。

○ 市内に敷設されている光ファイバー網を活用したＩｏＴ基幹インフラシステムを構築することにより、監視センサーの活用等によるインフラ維持
管理の大幅の効率化等を図り、効果的な防災計画や維持管理計画を構築。新技術を活用した新ビジネスの創出や人的交流の拡大を図る。

◆対象区域

◆事業実施体制

・水路水位センサーに
環境センサーを実装
し、ＩｏＴ基幹インフラ
に接続

・データ基盤により他
の水位センサーとの
連携による浸水予測
システムを検討

水路水位モニタリングの効率化

◆新技術・データを活用した都市・地域の課題解決の取組

・公用車に設置した道路モニタリングセンサーによる道路データの収集
・市内用水路水位センサー、鳥獣監視センサーのIoTネットワークへの接続

島根県益田市全域 道路管理の負担軽減

・公用車に設置した道路モニタリングセン
サーによりデータ収集を行い、ＩｏＴデータ
サーバーにおいて公開

・道路管理利用とあわせて道路データとして
研究開発に活用

鳥獣被害の効果的な監視

・農家との連携によりＩｏＴインフラに接続した監
視センサーを設置し、鳥獣監視のデータ化と
効率的駆除を目指す

益田ＩｏＴ基幹インフラの構築
・市の光ファイバー網を活用し、地区公民館へのＬＰＷＡ(Low

Power, Wide Area Network)の設置によりワイヤレスのメッ
シュネットワークを構築

・各ＩｏＴセンサーデバイスやヘルスケアデバイスが本ネットワー
クに接続

・複数領域のデータ利活用のためのデータ利活用プラット
フォームを実装

課題ごとにWGを官民で構成し、プロ
ジェクトを推進

一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会
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◆2019年度の主な取組

益田市

国土交通省 スマートシティモデル事業
先行モデルプロジェクト  


